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1 自己評価及び外部評価結果
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4290100231 平成１９年５月１日に、地域の強い要望から「星が取れるくらい夜空が美しい」と例えられるこの町に開設し
ました。入居者様９名・職員８名の所帯です。住宅地の中にあって、地域の皆様には、庭の花を持って来て
下さったり、自治会主催の夏まつりでは、特等席を準備してくださり、ご家族も一緒に子供たちとの交流・地
域の方々との語らいを楽しまれています。日常生活では、入居者様のご希望に添い、ご自分のペースで
ゆったりと安心して過ごして頂けるよう支援しています。当ホームでは、ご家族・地域・ボランティアの皆様の
ご協力のもと、毎月外へ出かけています。中でも、あぐりの丘にある畑では、芋や人参・冬瓜などが採れ、
毎年、畑作りから水やり・収穫と入居者様も大忙しです。入居者様全員が笑顔で過ごすことができるようス
タッフ一同 寄り添っていきたいと考えています。

法人名 医療法人財団 健友会

事業所名 グループホーム星取

所在地 長崎県長崎市星取２丁目２－４３

自己評価作成日 評価結果市町村受理日 平成 22年 4月 14日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
基本情報リンク先 http://ngs-kaigo-kohyo.pref.nagasaki.jp/kaigosip/Top.do 平成１９年開設のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ星取は、開設当初からご利用者の入れ替わりが殆どなく、２年前からﾎｰﾑの一員となっ

たﾄｲﾌﾟｰﾄﾞﾙのﾓﾝちゃんが、皆のﾏｽｺｯﾄ的存在となり、話題も多くなり笑顔が絶えない日々を送られている。ﾘﾋﾞﾝｸﾞにあ
るﾃﾚﾋﾞ前のｿﾌｧｰは、ﾓﾝちゃんとご利用者の語らいの場所となっている。“私たちは、利用者様に寄り添い「安全」「の
んびり」「活き生き」その方らしい生き方を支援します”の理念に基づき、ご利用者に寄り添いながら、新たな気づきを
求め日々の支援が行われている。毎月行われる生け花教室は、ご利用者の楽しみの一つとなっており、ﾘﾋﾞﾝｸﾞや居
室に色とりどりの作品が展示されている。個別の外出支援に加え、外出を好まれる方も多く、水族館やお花見、あぐり
の丘などへ、ご家族やボランティアの方に声をかけ、必ず月に一度は外出が行われている。市の担当者や地域包括
支援センターの方々と連携して、地域でお困りの方々の支援に取り組んでいきたいと考えられているﾎｰﾑである。

評価機関名 株式会社 福祉サービス評価機構

所在地 福岡市博多区博多駅南4-2-10 南近代ビル5F

訪問調査日 平成22年2月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聴いており、信頼関係ができてい
る
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果

Ⅰ.理念に基づく運営

自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

実践者研修を4名、リーダー研修を1名が受講し、「利用者様
が一番」の視点に立ち、事業所の理念の持つ意味を研修を
通して考え、フィ－ドバックしていった。その中で新たな気付
きを全員で確認でき、ご利用者の環境や生活の質について
も洞察力が身に付いてきた。事例発表を多く行う事で介護を
再度見直し検証する機会とされている。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

1 （1） ○理念の共有と実践 母体の医療法人は、地域に密着した医療を行う方針であり、町
の住人として社会に参加する事を当ホームでも掲げています。
「どなたでも気軽にお越し下さい。」と地域へアピール。入居者
様には、地域行事への参加・通院・買い物・散歩支援。畑・花
栽培で自然と触れあう場の提供など入居者様・ご家族様のご
意見を聞きながら企画・実践しています。。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい ・挨拶をきちんと、明るくするようにしています。 ・地域の行
事準備の際は参加しお手伝い。 ・日常的に遊びに来て
頂く。 ・おたよりを毎月配布。
・学生の実習受け入れ ・外出時には
近所の方にボランティアで参加していただく事もある。 ・相談
活動 ・行事の際は、地域の方も招待しています。

今期より、自治会へご利用者も加入し、地域住民として参加
されている。近隣へのお便りの配布は、ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞのみで
あったが、ご利用者と一緒に直接お渡しすることで、会話を
する機会が多くなった。あぐりの丘の作物作りや感謝祭、消
防訓練には地域の方にも参加して頂いた。“畑は任せてくだ
さい”と言って下さり協力頂いている。

暖かくなると近隣への散歩や日向ぼっこ
も増えてくるので、挨拶や会話を増やし
ていきたいと考えられている。地域との
交流に向けた、更なる取り組みに期待し
ていきたい。

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
母体の医療法人では友の会があり、地域で
学習会を開いたり、相談を受け、市の「家族
の会」を紹介したりしています。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
入居者様のご様子と行事・他 スライドで毎
回紹介しています。運営推進会議での情
報・ご意見などは、参加したスタッフからカン
ファレンスで報告され全体討議しています。

ご利用者、ご家族、民生委員、地域包括支援ｾﾝﾀｰの方
に参加頂き開催されている。細部に至る外部評価内容
に「よく頑張っている。」と評価を頂いた。消防訓練につ
いて「近隣の協力が不可欠で、日頃からの交流が必要」
と助言を頂いた為、ご利用者と一緒に、近隣の方にお便
りを直接手渡して、会話する機会を設けられた。

ホームとして、介護で困っている方々の
支援など、地域包括支援センターや市の
方と協力しながら進めていきたいと考え
られている。（外部評価４も同様）

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
主に、「ホーム便り」の送付・運営推進会議
での情報交換・一人暮らしの方の情報、相
談など 連携しています。

市の担当者に介護保険の改定内容やｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの県内罹
患状況等、運営推進会議の中で説明やｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂いてい
る。年１回、介護相談員の受け入れがあり、「ﾎｰﾑ便り」を市
役所へ送付している。ﾎｰﾑ入居待機待ちの方で入居を急ぐ
方がおられ、市の担当者に相談して、地域包括支援ｾﾝﾀｰと
連携を図って下さり解決することができた。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

転倒が頻回にみられたご利用者について、原因を把握
し、ご家族も含め、解決策の検討が行われた。センサー
使用についても職員間で頻回に検討が行われた。次の
動作を早期に支援する目的でセンサーを活用すること
で、現在転倒は回避されている。身体拘束にあたる“言
葉”についても、職員間で話し合いが行われている。

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 「身体拘束をしない」ホームの方針はスタッ
フ一人一人に定着しており、日常生活の中
で、入居者様が笑って暮らして頂ける事を
考えケアを行っています。（カンファレンス・
個人面接時にも確認）

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

7 ○虐待の防止の徹底 今年２月の身体拘束研修には抽選もれで
参加できませんでしたが、実務者研修・他
折々の研修で学ぶ機会は多く、フィードバッ
クしています。アットハットの活用も考えてい
ます。



自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
スタッフ全員が実践者研修を受講する事を
目標としており、自立支援・成年後見制度に
ついて学ぶ機会ともなっています。実践の
中で意見交換しています。

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

9 ○契約に関する説明と納得
光熱費３００円から５００円の値上げの際
は、個々のご家族様に説明し了解を得て実
施しました。

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 ご家族様・入居者様がご要望を言える信頼関係が重
要と考えます。毎月、おたより・日常のご様子をご家族
様にはお送りし、運営推進会議での資料には行事や診
療・研修など網羅させ、来られないご家族様へもお送り
して情報を提供しています。ご面会の際は話せる雰囲
気を作るよう心掛けています。

介護計画を立案する時やご面会の折に、ご家族、ご利
用者からご意見を頂いている。ﾎｰﾑでは布団の生活
だったが、昔から使っていたﾍﾞｯﾄがあるとの事で導入し
た。ベットに慣れるまで少し時間は掛かったが、すぐに
慣れられ、快適に過ごされている。ｹｱ内容やﾘｸｴｽﾄ食、
ﾊﾞｰｽﾃﾞｲﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ等についても、ご意見を頂いている。

ご利用者からご要望のない時も多いが、職員
は、日々の暮らしの中でｱﾝﾃﾅを常に張ってお
き、汲み取る事のできるｽﾀｯﾌ集団でありたい
と思われている。１８年以降、ご家族への無記
名ｱﾝｹｰﾄがまだ実施できていない状況で、今
年度は実施を予定されている。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映 笑顔箱・報連相ノートの活用は、多くなく今
後の検討が必要と思いますが、日常やカン
ファレンスで上がってくる事柄をまず大切に
して、反映させていくことが大切で・・そうし
ています。

月１回ｹｱﾐｰﾃｨﾝｸﾞが行われ、活発な意見交換が行われ
ている。日常の中での気づきが沢山あり、折々に朝の申
し送りやｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・報連相ノート等で情報交換や確認、
変更などが行われている。報連相ﾉｰﾄには、職員が疑問
に思ったことが記載されており、提案については管理者
が前向きに受け入れ、改善が図られている。

スタッフ全員が一同に集うのは、月１回と少な
く、個々の思いを汲み取り、気づきを大切に活
かす事が日々の中で大切と管理者は痛感さ
れている。個々のスタッフとの語らいを意識的
に持ちたいと思われており、更なる取り組みに
期待していきたい。

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備 給与については、国策で一部定給・賞与に反映されています
が、生活を維持する面において不足している事に変わりはなく
スタッフの頑張りに見合っていない切実な問題です。介護福祉
士など取得すると昇給するシステムです。公休・年休は希望を
最大限に受け入れ取りやすくするよう努力しています。残業は
カンファレンス時間につく程度でない状況です。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

13 ○職員を育てる取り組み ０８年度末より０９年度全般にかけ、実践者研修
を４名・リーダー研修を１名が受講し、「利用者様
が一番」の視点に立って、私たちの理念の持つ
意味を研修を通して考えフィ－ドバックしていきま
した。個人面接においても意見交換しています。

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

14 ○同業者との交流を通じた向上 長崎グループホーム連絡協議会においてＢブロック（１
６カ所）の地区長を受け持ち、事例検討会や懇親会を
企画・運営しています。担当スタッフを中心に力がつい
てきていると感じます。また、法人内や老健懇などにも
事例を持って参加しています。管理者は、看護師有志
の懇談会を設け意見交換を不定期に行っています。



Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

15 ○初期に築く本人との信頼関係 開設から今年５月で３年を迎えます。スタッ
フの入れ替えもなく、入居者様との信頼関
係も構築されていると考えます。度々、日常
の中でお尋ねしたり、ご様子で察知したり努
めています。

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係 開設から今年５月で３年を迎えます。スタッ
フの入れ替えもなく、ご家族様との信頼関
係も構築されていると考えます。度々、日常
の中でお尋ねしたり、ご様子で察知したり努
めています。

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

アセスメント・お話を伺う中で、支援・対応を
確認し、必要時変更しています。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係 できること・できないことをスタッフで確認し、
生活を共にする・・という視点で支援してい
ます。時にレベル低下がみられたり、ご本
人様の支援要求が強い時には臨機応変で
ご本人様に寄り添い考えて支援していま
す。

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係 家族の絆を深める意味でおたよりと日常のご様子を毎
月送付しています。キーマン以外の家族の方へもご希
望があれば送っています。写真を毎回載せ送る事でご
面会の方もわかります。行事の折は、参加して頂いて
います。臨時診療の際は、ご協力をお願いし同伴して
頂くこともあります。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援 殆ど付き合いがなかった姪御様との再会（３年
前）から、毎月のおたよりを送ってよいかお尋ね
して、送付したり、時にＮ様から電話を入れ、途
切れないようにしています。忙しい中、面会に来
て下さった時は写真を撮りお送りしています。

ご利用者との会話の中で、よく出てくる場所へお連れした
り、関係が途切れていた方について、知人を通してお便りを
出していいかの確認が行われた。話題のきっかけ作りとして
ご家族に協力して頂き、ご本人の若い頃の写真や、ご親
戚、お孫さんと一緒に撮った写真等を持参して頂いた。写真
を見ながら、その頃のお話を伺っている。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援 入居者様同士、相性があったり合わなかったり
で、トラブルになる事もあり、座席を替えたり間に
入りトラブルを防いだりしています。何かの折に
は「ありがとうございます。」と感謝の意を表し
て、関わりがスムーズにいくよう配慮しています。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている



Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

契約修了の方はおられませんでした。

23 （9） ○思いや意向の把握 「爪を切ってほしい」（深爪になり、医師より切らない方がよいと
言われている）「朝からパンがたべたい」（誤嚥があり、パンは
ご家族がおられる時に・・と医師から説明されている）「近くの
ゲートボールに参加したい」（協力者が見つからず保留中）な
ど、制約があり思い通りならない事も多い。出来る事は意に添
うよう努めています。

センター方式を活用しながら、面会時や介護計画立案
時、ご家族の意向を確認している。ご利用者との日常会
話やテレビを見て「何が食べたいですか？」「行きたい所
はありますか？」とお尋ねしている。意思を伝えにくい方
がおられ、音に反応を示される事が表情からわかり、日
中はラジオを流すなどの取り組みが行われた。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

24 ○これまでの暮らしの把握

生活歴・馴染みの暮らし方・生活環境など
の把握には努めています。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握 午前中は治療へ出かける方、サスペンスが
お好きでテレビを見ている事が多い方、犬
のモンのマッサージを行う方、抱いている
方、それぞれの方の動きがあり、把握して
支援を行っています。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング 課題とケアのあり方について、ご本人を交
えご家族と話しご意見を伺い介護計画を作
成しています。ご家族やご本人様からのア
イデアはあまりなく元気に、転倒などせずに
過ごしてほしい・・が多いです。

計画作成担当者が中心となり、ご利用者、ご家族、かか
りつけ医等の意見、要望をもとに職員と話し合って介護
計画が作成されている。ホームで飼っている“犬の世話
がしたい”、夏まつりに向け、“踊りのけいこがしたい”な
どの要望が盛り込まれている。ご家族から頂いたアイデ
アも計画に活かされている。

計画には、サービス内容が細かに記載されて
おり、ご家族や医師、看護師等の役割も記載
されているが、専門用語での記載が見受けら
れる。ご利用者、ご家族の視点に立ち、誰が
見てもわかるような表現に置き換えられてみ
てはいかがであろうか。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

27 ○個別の記録と実践への反映
気付きや工夫は多いが、個別記録に介護
計画を意識しての記載は少なく、介護計画
を主軸としてケアに活かし情報を共有しな
がら実践していきたいと思います。

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 共に生活をしている・・という視点から、ご家族に不幸があった
り、臨時に受診しなければならない状況になったり、面会の方
と折角だからとお食事を一緒に食べて頂いたりなど、その場に
応じて臨機応変に対応する事は多く、スタッフは入居者様にと
り何が今大事で、何を支援するかをそれぞれが柔軟に考え取
り組むようお願いしています。



自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

29 ○地域資源との協働 当ホームの周囲は住宅地で、商店・銀行・美容
院・役所・学校など車を利用しなければ行けない
環境にあります。車での販売を利用できないか
考えましたが、時間帯が合わず頓挫しています。
なかなか難しい状況です。

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援 ご家族・入居者様のご希望は大切にしよう
と考えていますが、現在の所、かかりつけ
医を皆様希望されています。他に心療内
科・皮膚科・眼科は通院介助しています。歯
科は往診して頂いています。

通院に際し、協力できるご家族には同伴を依頼している。受
診結果はご家族へ口答で連絡している。かかりつけ医に
は、往診前に状況や必要な外用薬等をFAXで送り、ｽﾑｰｽﾞ
に診察が進む様にしている。臨時の場合は先にFAXで状況
を送り、指示を仰ぎ、診療所が休みの場合は同法人の病院
で受診し、結果を診療所へ伝えられている。

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

看護師が常勤しており、連絡・連携していま
す。

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

32 ○入退院時の医療機関との協働

同じ法人の診療所・病院であり、看護師が
勤めていた経緯もあって情報交換・関係ずく
りは良好です。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化・終末期にあって、医者の診断のも
と、ご本人・ご家族と相談し医者も含め方針
を決める。ということになると思います。

ご家族、ご本人のご希望があれば、終の棲家として受け
入れる準備がされている。職員の不安を無くすための勉
強会が行われている。癌末期のご利用者を看取った経
験があり、ご利用者と一緒にお見送りされた。ご家族に
ｱﾝｹｰﾄを行い「最期はどうしますか？」とお尋ねしたが、
「その時にならないとわからない」という方が大半だっ
た。その都度希望を伺い、個別に方針を決め対応する
予定である。

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

34 ○急変や事故発生時の備え

消防訓練時、救急処置・ＡＥＤについて学習
を定期的に行っています。

35 （13） ○災害対策
次回のＨ２２年６月の避難訓練の際は、近
隣の方へも呼びかけていきたいと考えてい
ます。

ご利用者や民生委員の方に参加頂き、消防署の方の指
導を受けながら昼夜を想定した避難訓練を年２回行って
いる。居室のネームプレートには、ご利用者の歩行状況
などが記載されており、災害時に避難したことがわかる
ような工夫もされている。災害に備え、缶詰やラジオ、懐
中電灯や卓上コンロなどの備品も準備されている。

避難訓練に民生委員の方に参加頂いている
が、地域の方々への災害時の協力依頼はま
だ行われていない。いざという時の食料の備
蓄が少ないため、運営推進会議で提案し、地
域の方々への協力依頼や備品等について検
討していきたいと考えられている。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
お一人お一人を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねないような言葉かけに努めてい
ます。

「入居者様には人生の先輩として敬意をはらい、言葉掛け
や態度はやさしく丁寧に行いましょう。笑顔で接しましょう。」
という指導のもと、職員は心がけて日々支援を行っている。
人権尊重、接遇などの法人内研修も行われ、情報漏えいし
ないなどの徹底も図られている。ホーム便りについても、表
現に気をつけて記載するようにしている。

思いはあっても実際の場面では、笑顔で対応
できていない事もあり、「接遇」について一人
ひとりが課題を持ち実践されている所である。
職員の意見により、「みんな笑顔でいたい」と
いう思いから、接遇の内部研修が３月に予定
されている。

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
行動をおこして頂く時には、常にお尋ねし
て、ご自分の意志を表出して頂くよう働きか
けています。

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

38 ○日々のその人らしい暮らし 朝食は、お一人お一人起きる時間も違い、
その方に合わせて食事を提供しています。
～せねばならない・・という事はなく、入居者
様の思いが第１ですが、外に出たり ゆっく
りした時間を共有する事が不足しています。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
居間には大きな鏡があり、朝の洗面時に
は、皆様 鏡を見て身なりや髪を整えておら
れます。散髪は２カ月に１回で入居者様の
意向に添って行われています。

月２回、ご利用者の希望を取り入れたリクエスト食や外
食(回転寿司）が行われている。咀嚼や嚥下に合わせて
きざみやミキサー食が提供されており、摂取量の少ない
方には、味を変えるなどの工夫が行われている。畑で採
れた旬の野菜を使ったり料理や、お正月には漆塗りの
容器を使うなどの配慮もされている。

食事の準備に参加され力を発揮されているご利
用者より「なぜ私ばかり」との声があり、ご本人の
意思を確認しながら「味はいかがでしょうか」など
の声掛けを行い、味見などして頂いている。より
多くの方々が参加され、お力を発揮できるような
雰囲気になることを期待したい。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援 汁を注いだり、盛り付けをして下さる入居者様が
限られており、「私ばかり・・・」と思われることも
あって、無理強いする事なく出来る時はお願いし
ています。片付けをして下さる時は「ありがとうご
ざいます。」と感謝しています。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 メニユーが決まった食材が届くシステムで、
栄養バランスは栄養士チェックのもと、行わ
れています。水分量の少ない方は、水分量
をチェックし、１０００ＣＣ以上を目標に支援し
ています。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

42 ○口腔内の清潔保持
お一人お一人の力に応じた口腔ケアの支
援をしています。２週間に１回は歯科往診
があり、口腔点検・ケア・治療をして下さい
ます。



自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

排尿の回数をチェックしており、トイレに行かれない方へ
は排尿感覚に合わせて声掛けを行っている。トイレの場
所が分からない方には、居室からトイレまでの廊下に線
を引いたり、落ち着きがない様子が見られたら、職員が
手をつなぎさりげなくトイレに誘導している。トイレには暖
簾をかけ、ドアを閉めるなど羞恥心へ配慮している。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

43 （16） ○排泄の自立支援

お一人お一人の力に応じトイレ排泄を支援
しています。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

44 ○便秘の予防と対応
水分補給・朝の冷水などに取り組んでいま
す。朝の冷水は、効果が今いちで入居者様
が止めました。３日目には便秘薬の調整を
行っています。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
皆様入浴を楽しみにしておられます。入浴時間は、隔
日で日中が基本で必要時シャワー浴など行っていま
す。ご希望や入浴の変更から続けて入浴を行う事もあ
ります。ご希望が夕方や夜・・というのはありませんが、
マンパワー上無理でもあります。

曜日や時間は、ご利用者の希望に合わせた対応が行
われている。柚子湯や菖蒲湯など季節感を感じて頂け
る様な工夫もされ、入浴後は保湿剤を使用したスキンケ
アも行われている。異性職員が介助に入る場合、入浴
前には、「今日は○○が入浴担当ですが、よろしいで
しょうか」と、確認して了解を得てから入浴介助を行って
いる。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
出来るだけ日中は起きて頂くようにしていま
すが、それぞれの方の状況に合わせて休
んで頂いたり、好まれる方は意志を尊重し、
自由にして頂いています。

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

47 ○服薬支援
効能書きを常に確認できる所へ置き、臨時
薬や変更がある時は、伝達ノート・申し送り
をきちんと行うようにしています。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

48 ○役割、楽しみごとの支援 カレンダー作りは、娘様へ渡すプレゼントの一つ、と毎月楽しみ
に作るＭ様。おやつの牛乳瓶の片付けは自分しかいない・・と
体調が悪くても行って下さるＫ様。米とぎや食材の支度・味見な
どそれぞれの方のお力をお借りしています。毎週土曜日は気
分転換に外出ヘルパーさんと浜ブラされる方もおられます。男
性スタッフが大好きなＴ様は、傍にいるだけでもお幸せそうで
す。

49 （18） ○日常的な外出支援 月に一度は行事として外出を入れ、ご家
族・ボランティアの皆様のお力をお借りし
行っています。日勤者を増やし、個別に楽し
んで頂けるよう努力しています。「帰りたい」
と言われる時は、付添いお供します。マン
パワー不足で業務が先行している感はあり
ます。

外出がお好きなご利用者が多く、水族館・お花見・あぐり
の丘など、ご家族やボランティアの方に声をかけ、必ず
月に一度は外出が行われている。ご家族の協力を得
て、個別に外出を楽しんで頂いている方もおられる。日
中の職員の勤務時間を変更し、外出の機会を増やして
いる。毎日、一人で通院されるご利用者には、バス停ま
で職員が同行し、病院と連携を取り病院にいくことを目
標とされている方もいる。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している



自
己

外
部

自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援 お金を所持している方は３名です。ご家族がお
渡しになる分・ご本人様が所持される分は、ご自
分で管理して頂くようにしています。「お金」を持
つ事、自分で支払う大切さは認識しており、出掛
ける際は、個別にお金を準備し支援しています。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

51 ○電話や手紙の支援 春の花見のお知らせでは、ご家族にそれぞ
れの方からメッセージをおくったり、いつもお
世話になっているヘルパーさんにお返しの
年賀状を送ったりしました。電話がある時は
おつなぎしています。

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
トイレ・居間・居室では、不快な臭いがないよう、毎日スタッフが
ハイター消毒の掃除をし、特にトイレ・ポータブルトイレについて
は念入りに行っています。掃除時は換気に注意し、各居室の
温度・湿度も気配りし洗面台には水を張ったり、風邪を引きや
すい方は加湿器を使用したりしています。居室のドアには、とっ
ておき写真とお名前の名札があり、ご自分の部屋を確認してお
られます。居間・居室には花を飾っています。

ホームの周囲は、車通りも少なく静かな環境にある。廊
下には絨毯がひかれ、壁には行事の時の写真が掲示さ
れている。温・湿度への配慮も行われ、２４時間換気設
備が設けられている。月１回ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方による生け花
教室が開かれており、ご利用者の作品が居間や居室に
飾られている。ﾘﾋﾞﾝｸﾞでは、ｾﾗﾋﾟｰ犬のﾓﾝちゃんとご利
用者がｿﾌｧｰでくつろぎながら、ゆっくりした時間を楽しん
でおられる。

消防面で、非常階段にスロープをつけた
方が良いと運営推進会議メンバーよりご
意見を頂き、来年度改築が予定されてい
る。。（外部評価１３も同様）

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり テレビ前のスペースは、アイドルの犬のモン
との語らいの場所です。時にソファで横に
なったり、居室に入りテレビを見たり、居間
で洗濯物を畳んだり、思い思いに暮らして
頂いています。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
入居の際は、ご家族様へ「馴染みの物をお
持ち下さい。」とお願いをしています。箸・湯
飲みはご自分の物を使っておられます。

使い慣れた椅子・写真・テレビ・ベット・仏壇・箪笥を持っ
てきて頂いている。備え付けの洗面台や、手すりも付い
ている。居室の入口には、ご利用者と担当職員が一緒
に写った写真が貼られている。ご本人が作った作品や
写真、季節の花などが飾られており居心地良く生活して
頂いている。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 新聞を毎日読まれる方は、朝からエレベーターを使い
ポストから取って来られます。この時、他の郵便物も所
定の位置へ置かれます。針仕事をされる方は糸を通し
てお渡しします。後から返しに来られます。ジャガイモ
や渋柿の皮は包丁で剥かれます。魚の下ごしらえもお
願いしたりする事もあります。

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している
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目標達成計画 作成日： 平成 22 年 4 月 2 日

【目標達成計画】

優先
順位

項目
番号 現状における問題点、課題 目標

1 ２

○事業所と地域とのつきあい・・自治会員となり行
事の参加・近隣へのおたよりの配布（入居者様と
一緒に）など行っていますが、ご近所付き合いを
もっと良くしていきたい。

●ご近所の皆様との交流を活発にします。 7 ヶ月

2 ４

○運営推進会議を活かした取り組み・・ホームとし
て、介護で困っている方々の支援など、地域包括
センター・市・グループホーム連絡協議会などと協
力しながら進めていきたい。

●地域の介護センターの拠点としての活動に
取り組みます。 7 ヶ月

3 １０
○運営に関する利用者、家族など意見の反映・・
２０・２１年度はアンケート未実施で、口答のご意
見のみで終わっている。

●２２年度のアンケートを実施し、皆様のご意
見を伺い介護の質の向上を図ります。 2 ヶ月

4 １１

○運営に関する職員意見の反映・・スタッフ全員
が一同に集うのは月１回である。日々の気付きに
ついてはノートを使用したり、申し送り時意見交換
したりしているが、思いを汲み取る方法が他にも
ないか検討している。

●２２年度の職員アンケートを実施し運営に生
かします。 2 ヶ月

5 ２０

○チームで作る介護計画とモニタリング・・介護計
画が専門的用語で記載されている箇所があり、入
居者様・ご家族様の視点に立ち誰が見てもわかる
ような表現にしたい。

●介護計画立案について、介護スタッフ全員
参加で、利用者様・ご家族のご意見を聞きなが
ら作成します。

10 ヶ月
①介護計画システムを見直し、介護福祉士を中
心に計画作成します。（総責任 ケアマネー
ジャー）

①暖かくなると近隣への散歩・日向ぼっこも増え
てくるので挨拶や会話を増やしていきます。
②年２回地域バザーに取り組みます。

①毎月のおたよりに相談活動を行っている事をお
知らせします。②年２回のバザー時に介護相談
コーナーも設置します。③相談の方が安心される
ようアプローチ・フォローについて、職員全員で学
習します。

①２２年４月・５月に、入居者様・ご家族様・運営推
進会議参加の皆様へ運営・環境・食事・その他の
筆記・口述アンケートを実施し、今後の学びにしま
す。

①２１年度の総括後のアンケートを実施したの
で、それを基に個別に意見交換をします。

目標達成に
要する期間目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホーム星取

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。



優先
順位

項目
番号 現状における問題点、課題 目標

6 ３６

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保・・思い
はあっても実際の場面では、笑顔で対応できてい
ない事もあり、「接遇」について一人ひとりが課題
を持ち実践している所である。接遇の内部研修も
予定している。

●職員一人ひとりが、入居者様一人ひとりの
尊重とプライバシーを保護する事ができる。 ２ ヶ月

7 ４０

○食事を楽しむことのできる支援・・食事の準備に
参加され力を発揮されている入居者様からは、
「なぜ私ばかり？」との声があり、より多くの方が
参加され、お力を発揮できる雰囲気を作りたい。

●複数の入居者様が何らか形で食事準備、片
付けに関わることができる。 ３ ヶ月

8 ５２

○居心地のよい共用空間づくり・・消防面で、非常
階段にスロープをつけた方が良いと運営推進会
議メンバーよりご意見を頂き、新年度に予定をし
ている。

●非常階段にスロープをつけ、避難がしやす
いようにする。 ３ ヶ月

9 ３５

○災害対策・・避難訓練に民生委員の方に参加
頂いているが、近隣の方々への災害時の協力依
頼が出来ていない。また、いざという時の食料の
備蓄が少ないため今後、検討していきたい。

●災害時の地域からの協力を得る事ができ
る。
●運営推進会議の皆様の知恵をお借りしなが
ら十分な食料の備蓄にする事ができる。

４ ヶ月

10 ヶ月

11 ヶ月

①４月に「接遇」の全員学習を行います。

①食事について、お一人おひとりのできる事・した
い事を、再度聞き取り検討し実践します。

①新年度に予算がついたので、取り付けについて
は業者の方と協議をし取り付けます。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に
要する期間

①近隣の方へおたより配布と一緒に災害時の協
力についてのチラシを渡し、協力をお願いする。６
月に夜間を想定して地域の皆様と避難訓練を行
う。②運営推進会議において備蓄の提案をし、ご
意見を伺う。それを基に職場の話し合いを行い備
蓄を十分にしていきます。
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